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学生×地域つながるプロジェクト 

京都府学生×地域つながる未来プロジェクトは、大学生の地域活動への参画を通じて、地域団体（NPO 等）と大学生の交流・協働の 

促進や地域の新たな担い手を育成する事業で、NPO 法人丹波漆と学生のオンライン交流と学生による丹波漆の SNS・HP 発信や、発信 

企画 「丹波漆を考えるアイデアブック」の作成、うえるかむまつり 2022 でのワークショップ、半野生ウルシ調査など、毎年様々な協力をしてい 

ただいています。今年は昨年度以前から引き続いて参加してくださった方と新規の方の混合チームで、これまでに 2 回の現地活動を行い、漆 

掻き見学や苗畑管理作業、広報ツールの検討などに取り組んでいただいています。 

 

 

 

 

漆掻き見学                        苗畑管理作業                      広報ツールの検   
 

うえるかむまつり 事前準備 と 当日運営 

学生プロジェクトの皆さんには、うえるかむまつりの事前準備や当日運営のスタッフとして活躍していただきました。 

 パネルや模型作品の展示は少し時間がかかりましたが、手分けして順調に進めていただくことができました。 

 

 

 

 

 

 

           

 

        展示パネルの準備                     どれがどれやら                        ドローン テスト中 

  

 

 

 

 

 

 

 

当日は受付も担当                 寄せ書き旗のタイトル記入           上夜久野周辺の漆関連マップも配布しました

 

２０２５年もよろしくお願いいたします 

毎年秋恒例のイベント漆苗植樹祭「うえるかむまつり２０２４」を開催することができました。今年も学生プロジェクト参加の学生の皆さまに記録や写真 

撮影でご協力していただきました。今回はその記録や写真をたくさん盛り込んだ、うえるかむまつり報告を中心とした新年号とさせていただきます。 

昨年 12 月前半から雪が降り、寒さの厳しいシーズンとなりましたが、今年も活動を進めていきたいと思います。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 



イベント報告：うえるかむまつり 2024 

 

菰田伶菜（京都工芸繊維大学） 保志岩柚葉（福知山公立大学） 

石橋希実（同志社大学）田中莉乃（京都女子大学） 

 監修 二社谷悠太（京都大学大学院）  

      

 1. イベント概要 

 NPO 法人丹波漆による毎年恒例の漆植栽イベント「うえるかむまつり」は、コロナ前と同様の規模での開催となった。 

午前の部では、「学生と丹波漆の未来を考える」と題し、ウルシに関する研究発表や展示を開催した。午後の部では「漆の

植樹祭」が行われ、参加者はウルシの植栽と名付けを楽しんだ。 

     

2. イベント詳細 

午前の部：講演発表会「学生と丹波漆の未来を考える」 

日時：令和 6 年 11 月 10 日（日）9:50〜12:30 

場所：京都府福知山市夜久野町 夜久野ふれあいプラザ研修室 

註：京都府令和６年度豊かな森の恵み創造事業（森の文化発信） 

 

午前の部の内容 

①発表「丹波漆伝承物語」 

（発表：菰田伶菜氏・京都工芸繊維大学大学院建築学部専攻） 

 

この作品は、丹波漆と人と建築が共に成長する作品である。丹 

波漆の課題点として、地域住民の認知度低下、漆の木の減少、後 

継者不足、鹿や台風による害、植栽管理者の不足の 5 点が挙げら 

れ、それらを改善した 50 年後も継続していく風景を想定した施 

設を描いた作品だ。施設の特徴としては、漆が育ちやすい芝生の 

空き地を利用し、地域の人々が漆と共に成長していけるような施 

設を目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後の部：漆の植樹祭 

日時：令和 6 年 11 月 10 日（日）14:00〜16:00 

場所：京都府福知山市夜久野町 体験農園（植栽地） 

主催：NPO 法人丹波漆 

模型作品の説明をする菰田氏                        



漆の森の中に建築を作り、木の組み方も、柱、貫、くさびの 3 点で簡単に作れるものになっており、地域の人と一緒に作       

ることで、愛着が湧く施設になっている。 

夜久野の漆掻きでは約 10 年でウルシの伐採が行われるため、それ以降は採取した漆を床材などに塗ることで施設自体を

漆の作品として育てていく。 

それだけでなく、切った木を用いることで、漆掻きをした傷という漆の特徴を引き出せる。また、漆は、水を弾く性質 

があるため、建築にも活かすことが可能である。こうして植栽地と建築が一体となった漆の施設を、新たな伝統として引 

き継いでいくコンセプトとなっている。 

また、1〜20 年後を想定した部分模型と、50 年後を想定した全体模型が展示された。10 年後の風景は、漆掻きが生活 

に馴染み、成長に合わせて建築を組み上げるようなイメージで、25 年後は、建築が漆化するイメージ、50 年後は漆が人 

を豊かにし、人との繋がりで伝統を継続するイメージとのことだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈発表の感想〉 

漆を採る身からすると、漆の中に地域の人々が入り、コミュニティ 

をはかるという構造に目から鱗であった。いままでは、人々が入って 

こない、効率的な方法で考えていた。（大藪泰氏） 

 

森林科学の視点からみると、人が森林を管理するという環境はとても 

大切である。放置すると自然は良くない状況になるため、間伐など、 

ほどほどに人間が手を入れることは良いことだ。また、50 年先まで 

見据えたビジョンもとても良く、持続可能性がある。（二社谷悠太氏） 

 

 

 

〈参加者からの質問〉 

生活の一部のテーマパークとしての利用で、共住などはあるのか。 

→共住などはなく、テーマパーク的な役割であると考えている。 

 

耐火性、耐震性はどうなのか。 

→その点については、今後の課題である。漆の素材がどれぐらい壁 

材として強いかもまだ不明なため、スギやヒノキも使用予定である。 

この提案をもとにして、様々な観点から実証実験を行い、問題点の 

解消及びより良い改善点の模索が必要である。 

時系列で作成された模型作品を解説                        



                         ②発表「ウルシと光合成と夜久野」 

（発表：二社谷悠太氏・京都大学大学院農学研究科） 

 

そもそも、漆とは、多くの種類の樹木がある中分類としては、落葉 

広葉樹にあたる。樹皮に傷を付けることで内樹皮の中にある樹脂道が 

断裂し、内部の漆液が滲出する。この漆液が精製の工程を経て、塗 

としての「漆」となる。傷をつけた瞬間は、乳白色で油のような手触 

りの液体であり、空気に触れると茶色になる。古くは縄文時代から、 

日本の伝統文化として受け継がれてきた素材である。 

 

二社谷氏の研究を一言で表現すると「漆液の量を測る」というこ 

とだ。樹皮に穴を開け、脱脂綿を詰めて滲出する漆液を採取し重量 

を計測する。計測した漆液の量は日変動と季節変動という２つの視 

点で分析されている。日変動については早朝に最も多く昼過ぎに最 

も少ないというグラフが示された。これは漆掻きが早朝に行われる 

という事実を支持している。季節変動については、漆掻きの収量の 

ピークがお盆の頃にあるのに対し、漆掻きを行わない木の滲出量で 

はピークが 10 月頃に現れるという結果が示された。漆掻きの傷を 

付けるという行為によってピークが前倒しになるような現象の存在 

が示唆されていた。内樹皮に漆液が溜まるのだが、ここで、研究者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の心構えとして、「目に見えないものを見えるようにする」という 

のは大切な価値観だ。また、二社谷氏は森林調査におけるドローン 

の活用について言及した。自身もドローンを用いた調査に着手して 

おり、ドローンの空撮画像からウルシの葉の色の解析を行い、植 

地毎に比較してウルシの健康状態を把握することができないか検証 

を行なっている。 

次に二社谷氏は光合成の話題に触れた。漆液の主成分はウルシオ       

ールであり炭素を主体とした有機物である。この炭素は光合成に 

よって空気中の二酸化炭素を吸収して植物体内の合成に使われる。 

光合成は地球上の生物を支える最も重要な現象であり、光合成を 

利用することとは植物を利用する農業や林業など人類の営みその 

ものである。 

ドローン操作の実演をする二社谷氏                        



さらに現代の日本において、植物を利用する舞台こそが地方である 

と、二社谷氏は主張する。地方の未来を考えるにおいて、植物利用の 

視点が不可欠と述べた。 

ビジョンを描くには、漆文化への興味関心こそが一番大事だ。この 

NPO 法人丹波漆も実際に移住者が多く、地元の方々は漆の存在は知り 

つつも、実際に携わる機会をほとんど持たないのが現状だ。そのため、 

夜久野の方々にこそ漆の魅力を知ってもらい、興味関心の場を広げる 

べきだ。 

 

また、二社谷氏は週刊少年ジャンプで連載されていた Dr.STONE（ド 

クターストーン）という漫画から漆に興味を持ったとのことだ。主人公 

が原始時代にタイムスリップして、科学の知識を活かして文明を再興す 

る物語で、いくつかのシーンでウルシが登場し、研究テーマを探しているときに出会ったそうだ。 

 

 

 

③鼎談「学生と丹波漆の未来を考える」 

菰田伶菜氏・京都工芸繊維大学大学院建築学部専攻 

二社谷悠太氏・京都大学大学院農学研究科 

大藪泰氏・NPO 法人丹波漆 

                                                                                                                               

〈大薮氏から菰田氏への質問〉 

・このような発想はどこからきたのか。 

→NPO 法人の方と、植栽地の見学に行った際、森の中で、「森 

林ヨガやチェアリングをやってみたい。」と地域住民の方に 

ご提案いただき、そこから着想した。 

 

 

・他の木で似たような例はあるのか。 

→ツリーハウスというものがあり、漆の森は事例がない。森の中に      

建築を作ることで人と自然の共存を図り、漆を取り巻くコミュニ       

ティの活性化を見込む。 

 

・現段階の目標はどのようなことか。 

→修士の設計の際、住民の方々の声を聞きながら実現可能性に向け 

て研究したい。ワークショップを通して住民の方々に求められる 

ような設計にしたい。 

 

 

 

〈参加者からの感想〉 

・漆はかぶれるもので、嫌われてきた植物であるのに、好かれるよう設計するのはすばらしい。 

・漆の品質、他の産地との共立化も期待したい。 

模型作品を見学する参加者                        

鼎談の様子                        



〈大薮氏から二社谷氏への質問〉 

・4 年前の研究から今日まで、どういう成果が出て、どのようなことが分かりつつあるのか。 

→樹脂道の流れを顕微鏡で確かめている中で、1 日の中でも、季節の中でも 変動が大きいことに気づき、そこから樹液 

の量を調べるようになった。最終目標としては、国内の漆が広まることや、量産のために、お手伝いをすることで、漆 

産業へ貢献したい。どういう条件でウルシがたくさん取れるかなど研究したい。 

・いままでの採取のやり方の見直しはあり得るのか。 

→着目する点が多くあり、不透明ではあるが、伝統的にやって 

きた方法の妥当性の証明をしたい。良い点や科学的根拠を調 

べることで、より効率的になるように検討する。 

〈参加者からの質問〉 

・漆の森の計画を実現可能にしようと思うと、地元の人の理解 

が必要であると感じる。接触する機会を今後作る予定はあるか。 

→市役所の方とお話ししたときに、その機会は設けられるとの 

ことだった。今年度中までに、設けたいと考えている。  

                                                   

・ウルシは夏に取るものと聞いていたが、今は 10 月が多く取れる       

とのことで、研究者と実際に漆を採る人の整合性はどうなのか 

→漆掻きで漆液が夏場に多く採取できるという事実自体は正しい 

10 月にピークが出ているのは、漆掻きを『していない』木。漆 

掻きをする木としない木で大きく差が出る事実から、ウルシと 

いう木の中で何が起こっているのかを解明することが、ウルシ 

研究を進めるために重要。 

・漆の個体差はあるのか。 

→ある。夜久野のウルシはほぼクローンだが、植栽地によって個 

体差があり、何らかの理由によって個体差が出ていることが不 

思議である。 

・「丹波漆 1 号」が一番漆がよく出ると聞くが、実際はどうなのか。 

→夜久野のウルシのほとんどは、「丹波 1 号」と「新文化」。この二つを優良品種として分根によるクローンの増殖を行な 

っているが、遺伝的に画一的な増殖は病気蔓延などのリスクもあり、多品種の導入及び分根ではなく実生苗の生産などで、 

遺伝的多様性の確保に着手している。 

品種に関してはまだまだ不明であり、米のように品種そのものを明確にし、品種を成長させていくような研究も発展させ 

ていきたい。 

〈最後に〉 

福知山とプロジェクトを進め、修士論文に向けて夜久野と建築の融合可能性を検討していきたい。他の学生の反応として 

は、卒業設計が終わった後の講評で、お褒めの言葉をいただいたが、漆や夜久野について特別興味を持たれたりはしなか 

った。実際に来ていただくなどのアクションを起こすことが今後の課題である。（菰田氏） 

 

周りの反応としては、漆の珍しさによって興味を持たれることが多い。他に似た樹脂が特にない点が興味深い点だと感じ 

る。後輩から、漆を研究したいという声も聞く。漆の勉強を続けるだけでなく、発表をすることで発信をし、興味関心を 

もっていただき、漆文化を活性化させたい。（二社谷氏） 

参加者からの質問も様々                        

研究説明パネルや「Dr.STONE」も展示                        



午後の部の内容 

漆の植樹祭 

山内耕祐氏・齊藤善之氏(NPO 法人丹波漆)による作業方法の説明ののち、参加者らは二人一組にて植栽作業を行った。 

また参加者らは、植栽した木に名前を付けた。 

 

 

写真をたくさん撮影してくださいましたので、今回の作業をご紹介 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は保育ブロックとポットレストレー苗の植樹                      植え方の説明                        

草除けのためのマルチング作業                       苗木に名前をつけました！                       

目印のポール部分に、苗が入る大きさの穴を掘る               苗を植え、苗の周囲の土を踏む          

 

                 

 



3．参加学生の感想 

·植栽作業の体験を通じて改めて貴重な体験ができていると実感しました。また、 

参加者の方々が漆に興味を持って楽しそうに作業を行う様子をみて、もっと多く 

の人に漆を知って欲しいという思いが強くなりました。 

二社谷さんや菰田さんの発表では、漆を使った製品づくりという考えしか持って 

いなかった私にとって全く異なる視点で興味深いお話を聞くことが出来ました。 

これからもさまざまな視点から漆を知り、漆の魅力を引き出す方法を考えていき 

たいです。(保志岩柚葉) 

 初めてうぇるかむまつりに参加して、いろいろな分野から漆の魅力を深く知るだけではなく、実際に植栽体験をすること 

で、漆にもっと関心を持ちました。菰田さんと二社谷さんの研究発表を聞き、漆文化の発展は、漆に興味関心を持ってい 

ただける方を増やすことが一番大切なことだと感じます。地域の人々の漆への認知度低下という重大な課題がありますが、 

いままでにない地域の人々と交流する場を作ることができたら、地域の人々にも漆の魅力が必ず伝わると思います。地域 

の人々と協力しながら、実現に繋がることを楽しみにしています！ 

また、私個人としても、丹波漆の活動の中で、1 人でも多くの方に漆に関心を持ってもらうために、尽力していきたいと 

思います。（田中莉乃） 

今回初めて参加させていただいたうぇるかむ祭りでは、菰田さんと二社谷さんによ 

る漆の研究発表や植栽体験を通して、漆に関する知識と親しみをより深めることが 

出来ました。特に印象に残ったことは菰田さんの研究内容です。 

実は地元の方でも丹波漆の認知度が低下しているという現状から後世にも継承する 

ために、人々と漆が身近に共存し、共に成長していくような「漆の森」の設計提案 

に驚嘆しました。私が現在大学で学んでいる経済学的な視点からではまず思いつか 

ない発想だと思うのでとても興味深かったです。私も後世に漆を継承していくため

に自分にはどういった活動ができるのかを今一度考え行動していきたいです。（石橋希実） 

 

雨予報が出ていたので心配しましたが、植樹の時間帯は雨も降らず、無事植樹することができました。今年もたくさんの方にご参加いただき、 

里山環境に興味のある方、漆の研究にご協力いただいている方々、金継ぎを学ぶ外国の方々や、NPO 会員や社員の皆様、また、当法人 

相談役でもある、重要無形文化財保持者（木工）の村山明先生にも植樹をしていただきました。ご協力ありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 植樹の様子                                恒例の記念撮影！                       



漆苗植樹祭２０２４ ―平野 H 植栽地－ 
 

今年も平野地域の植栽地で、合計 26 本のウルシ苗木を植栽していただきました。 

2019 年より、参加者の皆様に、ご自分で植えた苗木に名前をつけていただいていま 

す。今年も、皆さん思い思いの名前を付けておられました。今後、生育管理とともに、 

定期的に成長の記録も行っていきます。最近の雪の中の様子です～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼食は鳥名子様 特別メニュー「鶏そば と 鶏そぼろおにぎり」 

の提供をご協力いただきました！ 

 

ここ数年うえるかむまつりで植樹していただいている植栽地は広々としていてベンチもあるため、 

実はお昼ご飯に最適な場所でもありました。この植栽地を見学していただいたことがきっかけで、 

鳥名子様に昼食提供のご協力をいただくことができました！ 

相談役 岡本氏の京地鶏を 100％使用した、こだわりの鶏そばと鶏そぼろおにぎりは絶品と 

評判でした！鳥名子様、お忙しい中のご協力、ほんとうにありがとうございました！！ 

 

                      

今回初めての取り組みで 

至らない点も多々ありましたが、 

鳥名子様の美味しいメニュー 

のおかげでご好評いただいたので、イベント内の限られた時間ではありますが、今後も、 

福知山・夜久野にお越しいただいたこの機会に、地域の特産なども少し紹介できれ 

ばと思います。よろしくお願いいたします！ 

村山先生 

「園部の革命児」 

「MIDORI-CHAN」 

「まおまお」 

「青木の木」 

雪に埋もれながら、小さい苗も頑張ってます！                       

まだ雪の多い時期が続きます                     



漆マップが完成しました！ 

2022 年度の学生プロジェクトで取り組んでいただいた、上夜久野周辺の漆関連マップが完成いたしました！！ 

上夜久野地域の半野生ウルシの調査から、散策しながらウルシを見つけることのできるマップを計画していただき、何度も相談、修正し 

ながら作成を進めていただいていました。卒業された後もお忙しい中作成を続けていただき、ありがとうございました！ 

 上夜久野駅近辺のお店情報も掲載されており、散策マップとして利用していただけます。今後、近隣施設に配布するとともに、様々 

なイベントでも活用していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化庁保存団体認定書交付式 

先月号でご報告しました、選定保存技術の保存団体として 10 月に認定をう 

け、認定書交付式が 12 月に行われました。 

改めて今回の認定を受け、身の引き締まる思いです。今後も漆生産と後継者育 

成の活動を継続するため一層の努力をしていく所存です。 

今後とも、ご協力のほど何卒お願い申し上げます。 

また、認定に伴い事業が拡大されたため、今年度は植栽地整備や記録作成 

の事業を追加し進めています。 

 

今年度の新しい動き 

生物多様性に配慮した植栽 

広葉樹の伐採後地に苗木を定植し、苗木の生育状況調査を行うことで、里山的山林            

の地形、広葉樹林伐採地の植生及び土壌等の環境がウルシ苗木の育成に与える影響や、 

漆園地造成に必要な情報の収集及び実証を行うことにしています。 

なお、造成予定地域は希少なチョウなどの生物種の生息地でもあり、周辺地域の生物 

多様性の保全に配慮した植栽を検討しています。 

 

地中の根の様子を調査 

近年の会報の中でも少しご報告していますが、植栽地の中には風倒被害の事例が出てき 

ています。その原因を探るため、福知山公立大学 情報学部 池野英利先生をはじめとする 

研究グループの方々にご協力いただき、地中レーダ装置により、ウルシの根がどのような状態 

なのかを探る調査を始めています。 

外面）両端を内側に折るとウルシの特徴がわかるようになっています      内面）ウルシの位置と、近隣の施設やお食事処も紹介しています 

 

 

                 



 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：うえるかむまつり 2024 で 

     植えられたウルシ苗 
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※事務所の住所が変更になっています！ 

 

 

 

 

 

NPO 法人丹波漆は、年間 100 本の植栽と、漆掻きの後継者の育成を目標に

活動しています。 

その運営には、皆さまのご支援・ご協力がなければ成り立ちません。 

みなさまのあたたかいご支援をお待ちしています。 

賛助会員（団体）…30,000 円 

賛助会員（個人）…10,000 円 

サポーター会員… 3,000 円（各一口） 

お振込み先：  

ゆうちょ銀行 振込専用口座 ００９２０－０－２０９５５２ 

ゆうちょ口座間 記号 １４４３０ 番号 ３７２４６５１  

他金融機関から 店名 四四八（ヨンヨンハチ） 店番 ４４８   

種目 普通預金  番号 ０３７２４６５  

トクヒ）タンバウルシ 

※ HP からも、クレジット払いで入金していただけるようになりました！ 

NPO 法人丹波漆 HP：tanbaurushi.org 

 

 


